
 

 

 

           

学習過程 期待する「深い学び」の姿 

 

教師の問いかけや問い返し 

つかむ 

 

 

 

 

 

 

 

 

追究する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめる   

 

はしご車が「しごと」をする

のに必要な「つくり」を見つ

けてみよう。 

どうしてその「つくり」が

必要だと思ったのかな。 

はしご車はどんな

「しごと」をするの

かな。 

「しごと」に合

った「つくり」

は何があるのか

な。 

はしご車の絵を見

たら、「つくり」を見

つけたよ。 

はしご車にはどんな「しご

と」があるかな。 

友達は、どんな

「つくり」を見

つけたのかな。

聞いてみたい。

な。 

「しごと」に合った
「つくり」はどれか
な。 

はしご車の「しごと」と

「つくり」について、どん

なことがわかったかな。 

友だちの意見を聞

いて、必要な「つ

くり」が分かって

きたよ。 

自分の学び

や成長を実

感し次の学

びに向かう 

はしご車の「しご

と」や、「しご

と」に合った「つ

くり」が分かった

よ。 

場面 

デジタル教科書のはしご車の挿絵を用い、見つけた「つく

り」について共有したり話し合ったりする活動を通して、

「しごと」に合った「つくり」を選んでいく。 

興味や関心

をもつ 

順序に気をつけ

て、書くことが大

事だね。 

形態 

ペアでの共有 → 深めるための全体共有 

 

「しごと」をするために、

一番大事な「つくり」はど

れかな。 

 

全７時間中の７時間目 

＜本時のねらい＞ 

はしご車の動画資料や挿絵から情報を集めたり、集め

た情報の関係について話し合ったりする活動を通して、

はしご車の「しごと」と「つくり」を捉えることができ

る。 

 

＜対話的な活動の設定＞   

説明する文章を書いてみて、

分かったことはなにかな。 

はしご車には、

色々な「つくり」

があるんだね。 

目的 

見つけた「つくり」を共有し、「しごと」に必要な「つくり」

を話し合うことで、「しごと」と「つくり」の関係性について

考えを深めることができる。 

見通しをも

って粘り強

く取り組む 

何を「つくり」として説明に

書いたらよいか考えていこ

う。 

事柄の順序など情報と情報との関係について理解することができるように、「じどう車ずかん」をつくる。 

授業デザインシート １ 学 年  単 元 名 「 じ ど う 車 く ら べ 」 
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国 語 科 学 習 指 導 案 
令和３年１１月１２日 ５校時 

１年２組 指導者 今井 京子 

場所 １年２組 教室 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 単元（教材）名  せつめいする文しょうをよもう 

（教材「じどう車くらべ」） 

 

Ⅱ 考 察 

 １ 学習指導要領上の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元について 

本単元では、文章の中から、自動車の「しごと」と「つくり」を取り出してワークシー

トにまとめることで、情報と情報との関係を捉える力を育成する言語活動を設定した。そ

の価値は、以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業の視点】 

はしご車の「しごと」と「つくり」を捉えるために、デジタル教科書の動画資料や挿

絵を活用して情報を集め、集めた情報をもとに「しごと」と「つくり」の関係について

話し合うことは有効であったか。 

（知識及び技能） 

(2)ア 共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関係について理解すること。 

（思考力、判断力、表現力）「Ｃ 読むこと」 

(1)ア 時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉えること。 

(1)ウ 文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと。 

 

【言語活動例】「Ｃ 読むこと」 

(2)ア 事物の仕組みを説明した文章などを読み、分かったことや考えたことを述べる

活動。 

《単元を通して資質・能力を育成する上で大切にすること（教材の価値）》 

ア（知識及び技能） 

・文章を構成している自動車の「しごと」と「つくり」との関係について理解している

こと。 

イ（思考力、判断力、表現力） 

・説明されていることについて、事柄の順序を考えながら内容の大体を捉えて読むこ

と。 

・文章や絵などの資料の中から、「しごと」や「つくり」に関わる重要な情報を選び出

すこと。 

ウ（学びに向かう力、人間性等） 

・進んで文章を読み、説明における順序の重要性を知ることで、自分が説明するときに

生かしたいことを見つけようとしていること。 
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この学習は、今後、２年の「たんぽぽのちえ」「どうぶつ園のじゅうい」の学習へと発展

する。 

 

３ 本単元に関わる児童の実態 

 

 

 

 

 

Ⅲ 目 標 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 単元（題材）の評価規準 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①事柄の順序など情報と情

報との関係について理解し

ている。（(2)ア） 

①事柄の順序などを考えな

がら、内容の大体を捉える

ことができる。（Ｃ(1)ア） 

②文章の中の重要な語や文

を考えて選び出すことがで

きる。（Ｃ(1)ウ） 

①粘り強く、事柄の順序

や、情報と情報との関係に

着目し、内容の大体を捉え

て文章を読み、学習課題に

沿って、必要な情報を選び

出してまとめようとしてい

る。 

 

Ⅴ 指導方針 

（知識及び技能） 

○情報と情報との関係について理解することができるように、見つけた情報について、文 

章や絵に印を付けて読む活動を設定する。 

 

（思考力、判断力、表現力） 

○内容の大体を捉えて読むことができるように、文章中の３つの事例について、「問い」 

と「答え」の文に線を引かせて読む活動を設定する。 

○文章から重要な語や文を選び出すことができるように、挿絵に加え、ICT を活用して動 

画を見ることで、説明されていることについて理解を深めることができるようにする。 

（学びに向かう力、人間性等） 

○説明における順序の重要性を知り、自分が説明するときに生かしたいことを見つけるこ 

とができるように、挿絵や文章を並び替えて説明の順序を確認したり、その意図につい 

て話し合ったりする活動を設定する。 

 

(1)事柄の順序など情報と情報との関係について理解することができる。 

(2)－①事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉えることができる。 

(2)－②文章の中の重要な語や文を考えて選び出すことができる。 

(3)言葉がもつよさを感じるとともに、楽しんで読書をし、国語を大切にして、思いや

考えを伝え合おうとする態度を養う。 
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Ⅵ 指導と評価の計画 （全７時間計画、本時は７／７） 

過 

程 

時 

間 

○ねらい 

めあて 

☆振り返り 

（意識） 

評価項目（評価方法） 

知識・技

能 

思考・判

断・表現 

主体的に

学習に取

り組む態

度 

つ 

か 

む 

１ ○自動車には、それぞれ

「しごと」と「つくり」が

あることに気づき、学習の

見通しをもつことができ

る。 

 

 

 

 

 

☆自動車に

は「しご

と」と「つ

くり」があ

ることが分

かったよ。 

☆他の自動

車の「しご

と」と「つ

くり」も知

りたいな。 

  ・態① 

(発言･記

述・観察) 

さまざま

な自動車

には、そ

れぞれ

「しご

と」と

「つく

り」があ

ることに

興味をも

ち、進ん

で文章を

読もうと

してい

る。 

追

究

す

る 

２ ○問いの文や出てきた自動

車を確かめることを通し

て、文章内容の大体を捉え

ることができる。 

 

 

☆問いの文

が２つある

ことが分か

ったよ。 

☆３つの自

動車につい

てせつめい

されている

ことが分か

ったよ。 

〇思① 

(発言･記述) 

問いの文

や出てき

た自動車

を確かめ

ることを

通して、

文章内容

の大体を

捉えて

る。 

  

３ 

 

○説明を読み、バスやじょ

うよう車の「しごと」と

「つくり」を捉えることが

できる。 

 

 

☆バスやじ

ょうよう車

の「しご

と」と「つ

くり」が分

かったよ。 

☆どうして

・知① 

(発言･記述) 

「しご

と」に合

った「つ

くり」が

説明され

○思② 

(発言･記述) 

バスや乗

用車の説

明を読

み、その

「しご

 

じどう車の「しごと」と
「つくり」をまとめよ
う。 

「じどう車くらべ」をよ
んで、がくしゅうけいか
くをたてよう。 

どんなことがかかれてい
るか、たしかめながらよ
もう。 

バスやじょうよう車の
「しごと」と「つくり」
をまとめよう。 



- 4 - 

 

その「つく

り」になっ

ているのか

が分かった

よ。 

ているこ

とに気づ

いてい

る。 

と」と

「つく

り」を捉

えてい

る。 

４ ○説明を読み、トラックの

「しごと」と「つくり」を

捉えることができる。 

 

☆トラック

の「しご

と」と「つ

くり」が分

かったよ。 

☆どうして

その「つく

り」になっ

ているのか

が分かった

よ。 

・知① 

(発言･記述) 

「しご

と」に合

った「つ

くり」が

説明され

ているこ

とに気づ

いてい

る。 

○思② 

(発言･記述) 

トラック

の説明を

読み、そ

の「しご

と」と

「つく

り」を捉

えてい

る。 

 

５ ○説明を読み、クレーン車

の「しごと」と「つくり」

を捉えることができる。 

 

☆クレーン

車の「しご

と」と「つ

くり」が分

かったよ。 

☆どうして

その「つく

り」になっ

ているのか

が分かった

よ。 

・知① 

(発言･記述) 

「しご

と」に合

った「つ

くり」が

説明され

ているこ

とに気づ

いてい

る。 

○思② 

(発言･記述) 

クレーン

車の説明

を読み、

その「し

ごと」と

「つく

り」を捉

えてい

る。 

 

 ６ ○事例の順序について考え

る活動を通して、構成の意

図を捉えることができる。 

☆説明する

ときは、順

序が大切だ

と分かった

よ。 

☆読む人が

知っていそ

うなことか

ら説明する

とよいこと

が分かった

よ。 

 ・思① 

(発言･記述) 

事例の順

序につい

て考える

活動を通

して、構

成の意図

を考えて

いる。 

 

どうしてこのじゅんじ
ょでせつめいしたのか
かんがえよう。 

バスやじょうよう車の
「しごと」と「つくり」
をまとめよう。 

トラックの「しごと」と
「つくり」をまとめよ
う。 

クレーン車の「しごと」
と「つくり」をまとめよ
う。 
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ま

と

め

る 

７ 

】  

本

時 

【  

 

○はしご車の資料から、そ

の「しごと」と「つくり」

を捉えることができる。 

 

☆はしご車

の「しご

と」と「つ

くり」が分

かったよ。 

☆どうして

その「つく

り」になっ

ているのか

が分かった

よ。 

☆自動車を

紹介する文

の書き方が

分かった

よ。 

 ○思② 

(発言･記述) 

はしご車

の資料か

ら、その

「しご

と」と

「つく

り」を捉

えてい

る。 

・態① 

(発言･記述) 

説明にお

ける順序

の重要性

を知り、

自分が説

明すると

きにいか

そうとし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ 本時の学習（本時は７／７） 

 １ ねらい 

はしご車の動画資料や挿絵から情報を集めたり、集めた情報の関係について話し合っ

たりする活動を通して、はしご車の「しごと」と「つくり」を捉えることができる。 

 

 ２ 準備・資料  

掲示資料、ワークシート 

 

 ３ 本時の展開 

学習活動と子供の意識 時間 指導上の留意点・支援 

１ 本時のめあてをつかむ。 

・はしご車のしごとはなんだろ

う。 

・はしご車は、はしごがついて

いるな。他にもつくりはあるの

かな。 

 

 

 

 

５ ○はしご車の挿絵を掲示し、「しごと」と「つ

くり」を予想させることで、本時のめあてを

つかむことができるようにする。 

○説明の順序や「しごと」と「つくり」の文

型を示した資料を提示して、前時までの学習

を振り返り、今日の学習では、はしご車を説

明する文章を考えて書くことを伝える。 

はしご車の「しごと」と
「つくり」をせつめいす
る文しょうをかこう。 

はしご車の「しごと」と「つ
くり」をせつめいする文しょ
うをつくろう。 
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２ はしご車の「しごと」と

「つくり」を考える。 

（１）はしご車が動く様子の動

画を見て、「しごと」を考え

る。 

・はしごが高い所まで伸びてい

るね。 

・逃げ遅れた人を助けている

ね。 

・はしご車の「しごと」は、

「高いところに逃げ遅れた人を

助ける」だね。 

・高いところの火を消すのも

「しごと」だね。 

 

 

（２）はしご車の「しごと」を

説明する文章を書く。 

・「しごと」を書くときは、「…

しごとをしています。」と書く

んだね。 

 

 

（３）タブレットではしご車の

挿絵を見て、「しごと」に合う

「つくり」を考える。 

・高い所にいる人を助けるため

には「はしご」が必要だな。 

・人を乗せるために「かご」が

必要だな。 

・車たいが傾かないように「あ

し」がついているな。 

 

（４）見つけた「つくり」をク

ラス全体で共有する。 

・「はしご」は絶対必要な「つ

くり」だと思う。 

・クレーン車で、「かたむかな

いようにあしがついている」と

あったから、はしご車のあしも

そのためについていると思う。 

 

（５）はしご車の「つくり」を

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

○視覚的な情報に注目することができるよう

に、動画は無音で流す。 

○「しごと」に着目できるように、「高い所で

何をしているのかな」と、問いかける。 

○児童から出た発言を使いながら「しごと」

の説明を板書で完成させる。 

○各児童が挙げた言葉を参考にしながら、そ

れぞれで「しごと」を完成させるように伝え

る。 

○既有の知識から、「火を消すしごと」と出る

ことも考えられる。はしご車がホースで消火

している場面の写真を用意しておき、児童の

発言に合わせて提示する。 

 

〇掲示資料を活用し、「しごと」の文型を確認

する。 

 

 

 

 

 

○自分のタブレットで挿絵を見るときに、詳

しく見たい部分を拡大して見るよう伝える。 

○「しごと」に必要な「つくり」を見つけた

ら、タブレットのはしご車の挿絵に印を付け

るように指示する。 

○全体共有の場で自信をもって発表すること

ができるように、情報を集めた後に分かった

ことをペアで共有する場を設ける。 

 

 

○しごとに必要な「つくり」を視覚的に取捨

選択することができるように、児童が発表し

たことを短冊に書いて整理する。 

○「つくり」について理解を深めることがで

きるよう、どうしてその「つくり」が必要な

のか補助発問する。 

 

 

 

○文型を確認し、「しごと」「つくり」の順で
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説明する文章を書く。 

・「つくり」は、「･･･がついて

います。」と書かれていたな。 

・「しごと」と「つくり」は、

「そのために」で繋ごう。 

 

 

 

 

書くことを確認する。 

○意図的指名をして児童の書いた説明文を発

表させることで、「しごと」「つくり」の順で

書かれていることや、「しごと」に合った「つ

くり」で書かれていることを確認する。 

 

 

 

３ 本時の振り返りを書く。 

・はしご車の「しごと」に合っ

た「つくり」が分かったよ。 

・順序に気をつけて文章を書く

ことができたよ。 

５ 〇ワークシートに振り返りを記入し、本時の

学習のねらいが達成できたか自己評価できる

ようにする。 

○はしご車の「しごと」と「つくり」を見つ

けることができたことを賞賛し、次時への学

習の意欲と見通しをもたせる。 

《板書計画》 
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○
つ
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い
は
し
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し
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か
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説明の順序 

掲示資料 

評価項目 思②(発言･記述) 

はしご車の「しごと」と「つくり」を捉えて、文章に表している。 


